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はじめに

•対象読者（viiページ）
•表記法（viiページ）
•関連 Cisco UCS資料（ixページ）
•マニュアルに関するフィードバック（ixページ）

対象読者
このガイドは、次の1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対
象にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどの GUI要素は、イタ
リック体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルなどのメイ

ンタイトルは、ボールド体（bold）で示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって

表示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素
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説明テキストのタイプ

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、this fontで示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、
縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされま
す。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示してい

ます。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲ん

で示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、
コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイ

ス

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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安全上の重要な注意事項

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま

す。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に

留意してください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の

安全についての警告を参照してください。

これらの注意事項を保存しておいてください

警告

関連 Cisco UCS資料

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、以下のURLで入手可能な『Cisco
UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/UCS_roadmap.html

すべての C-Seriesマニュアルの完全なリストについては、次の URLで入手可能な「『Cisco
UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』」を参照してください。https://www.cisco.com/c/
en/us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/ucs_rack_roadmap.html

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョ
ンとサポートされる UCS Managerバージョンについては、「Release Bundle Contents for Cisco
UCS Software」を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、CiscoUCSDocs onTwitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、ucs-docfeedback@external.cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力
をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•このリリースの新規情報および変更情報（1ページ）

このリリースの新規情報および変更情報
ここでは、CiscoUCSManagerリリース 4.0 (4g)の新機能および変更された動作について説明し
ます。

表 1 : Cisco UCS Managerリリース 4.0 (4g)の新機能と変更された動作

参照先説明機能

Cisco UCS 6454ファブリック
インターコネクトの概要（11
ページ）

リリース4.0 (4g)以降CiscoUCS
6454 Fabric Interconnectでは、
16個のユニファイドポート
(ポート 1-16)がサポートされ
ています。

Cisco UCS 6454 Fabric
Interconnect 16個のユニファイ
ドポートをサポートします。

Cisco UCS 6454ファブリック
インターコネクトの概要（11
ページ）

Cisco UCS Manager 4.0 (4g)で
は、Cisco UCS-IOM-2304 I/O
モジュールに基づく Cisco
UCS-IOM-2304V2 I/Oモジュー
ルが導入されました。

Cisco UCS-IOM-2304V2 I/Oモ
ジュール

次の表は、この最新リリースに関するマニュアルでの主な変更点の概要を示したものです。こ

の表は、このマニュアルに加えられた変更やこのリリースの新しい機能をすべて網羅するもの

ではありません。

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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表 2 : Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)の新機能と変更された動作

参照先説明機能

ソフトウェア機能設定（

18ページ）
このリリースでは、Cisco UCS
6454ファブリックインターコネ
クトで次の機能のサポートが導入

されています。

•イーサネットおよびファブ
リックインターコネクトモー

ドをサポートします。

•サポートされたブレークアウ
トケーブルを使用して、1つ
の QSFPポートを 4つの
10/25Gポートに分割をサポー
トします。

• UCS 6454ファブリックイン
ターコネクトMACセキュリ
ティのサポート

Cisco UCS 6454ファブリック
インターコネクトの機能強化

表 3 : Cisco UCS Managerリリース 4.0(1)の新機能と変更された動作

参照先説明機能

Cisco UCS 6454ファブリッ
クインターコネクトの概要

（11ページ）

このリリースでは、40/100ギガ
ビットアップリンクポートを備

えたファブリックで 10/25ギガ
ビットポートをサポートする

CiscoUCS6454ファブリックイン
ターコネクトが導入されました。

Cisco UCS 6454 Fabric
Interconnect

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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第 2 章

概要

• Cisco UCS Managerスタートアップガイドの概要（3ページ）
• Cisco UCS Managerユーザマニュアル（4ページ）
• Cisco Unified Computing Systemの基本事項（5ページ）
•設定オプション（29ページ）

Cisco UCS Managerスタートアップガイドの概要
このガイドでは、CiscoUnified Computing System（CiscoUCS）の重要事項、CiscoUCSManager
の初期設定の手順、およびベストプラクティスについて概要を説明します。次の表に、このガ

イドの全体を要約します。

説明章

CiscoUCSアーキテクチャの概念の説明。Ciscoファブリックイ
ンターコネクト、I/Oモジュール、キーサーバのコンポーネン
ト、Cisco UCS Centralの概要など。

概要

CiscoUCSManagerの初期設定に関係するハードウェア、ブラウ
ザ、ポートの要件。

システム要件

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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説明章

次の順序による初期設定のワークフロー。

1. コンソールの設定

2. 管理ポリシーの設定

3. 機器ポリシーの設定

4. ユニファイドポートの設定

5. ファブリックインターコネクトサーバポートの設定

6. LAN接続の設定

7. SAN接続の設定

8. ワークロードの定義

初期設定

推奨事項、ベストプラクティス、設定例、および用語。付録

Cisco UCS Managerユーザマニュアル
Cisco UCS Managerでは、次の表に示す、使用例を基本とした従来よりもコンパクトな新しい
マニュアルが用意されています。

説明ガイド

Cisco UCSアーキテクチャのほか、Cisco
UCSManagerの初期設定や構成のベストプ
ラクティスなど、稼働前に必要な操作につ

いて説明しています。

Cisco UCS Manager Getting Started Guide

パスワード管理、ロールベースアクセスの

設定、リモート認証、通信サービス、CIMC
セッション管理、組織、バックアップと復

元、スケジューリングオプション、BIOS
トークン、および遅延展開について説明し

ています。

『Cisco UCS Manager Administration Guide』

CiscoUCSManagerによって使用および管理
される物理インフラストラクチャと仮想イ

ンフラストラクチャのコンポーネントにつ

いて説明します。

CiscoUCSManager InfrastructureManagement Guide

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Getting-Started/4-0/b_UCSM_Getting_Started_Guide_4_0.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Admin-Management/4-0/b_Cisco_UCS_Admin_Mgmt_Guide_4-0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Infrastructure-Mgmt/4-0/b_UCSM_GUI_Infrastructure_Management_Guide_4_0.html


説明ガイド

ファームウェアのダウンロードと管理、自

動インストールによるアップグレード、

サービスプロファイルによるアップグレー

ド、ファームウェアの自動同期によるエン

ドポイントでの直接アップグレード、機能

カタログの管理、展開シナリオ、およびト

ラブルシューティングについて説明してい

ます。

『Cisco UCS Manager Firmware Management
Guide』

新しいランセンス、Cisco UCSドメインへ
のCisco UCSCentralの登録、パワーキャッ
ピング、サーバブート、サーバプロファイ

ル、サーバ関連のポリシーについて説明し

ています。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』

Cisco UCS Managerの SANや VSANなど、
ストレージ管理のあらゆる側面について説

明しています。

『Cisco UCSManager StorageManagement Guide』

Cisco UCSManagerの LANやVLAN接続な
ど、ネットワーク管理のあらゆる側面につ

いて説明しています。

『CiscoUCSManagerNetworkManagementGuide』

CiscoUCSManagerにおける、システム統計
を含むシステムおよびヘルスモニタリング

のあらゆる側面について説明しています。

『Cisco UCS Manager System Monitoring Guide』

Cisco UCS Managerを使用して管理される
UCS Sシリーズサーバの管理のあらゆる側
面について説明しています。

Cisco UCS S3260サーバと Cisco UCS Managerと
の統合

Cisco Unified Computing Systemの基本事項

Cisco Unified Computing Systemの概要
CiscoUCSはユニークなアーキテクチャを搭載しており、コンピューティング、データネット
ワークアクセス、およびストレージネットワークアクセスを、一括管理インターフェイス内

の共通コンポーネントセットに統合します。

CiscoUCSは、アクセスレイヤネットワークとサーバを融合します。この高性能次世代サーバ
システムは、作業負荷に対する敏捷性およびスケーラビリティの高いデータセンターを実現し

ます。ハードウェアコンポーネントおよびソフトウェアコンポーネントは、1つの統合ネット

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Firmware-Mgmt/4-0/b_UCSM_GUI_Firmware_Management_Guide_4-0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Firmware-Mgmt/4-0/b_UCSM_GUI_Firmware_Management_Guide_4-0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Server-Mgmt/4-0/b_Cisco_UCS_Manager_Server_Mgmt_Guide_4_0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Storage-Mgmt/4-0/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_4_0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Network-Mgmt/4-0/b_UCSM_Network_Mgmt_Guide_4_0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/System-Monitoring/4-0/b_UCSM_GUI_System_Monitoring_Guide_4-0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Dense-Storage-Server-Integ-Mgmt/4-0/b_UCSM_3260_Integration_Guide_4_0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Dense-Storage-Server-Integ-Mgmt/4-0/b_UCSM_3260_Integration_Guide_4_0.html


ワークアダプタ上に複数のタイプのデータセンタートラフィックを通過させる、シスコユニ

ファイドファブリックをサポートします。

図 1 : Cisco Unified Computing Systemのアーキテクチャ

アーキテクチャの単純化

Cisco UCSのアーキテクチャを単純化することにより、必要なデバイスの数を削減し、スイッ
チングリソースを中央に集中させることができます。シャーシ内部でのスイッチングを止める

と、ネットワークアクセスレイヤのフラグメンテーションが大きく減少します。Cisco UCS
は、ラック、またはラックのグループでシスコユニファイドファブリックを実装し、10/25/40
ギガビットシスコデータセンターイーサネットリンクおよび Fibre Channel over Ethernet
（FCoE）リンク経由でイーサネットおよびファイバチャネルプロトコルをサポートします。
この徹底的な単純化により、スイッチ、ケーブル、アダプタ、および管理ポイントの最高3分
の 2が削減されます。Cisco UCSドメイン内のデバイスはすべて、1つの管理ドメイン下にと
どまり、冗長コンポーネントの使用中、ハイアベイラビリティを保ちます。

ハイアベイラビリティ

Cisco UCSの管理およびデータプレーンはハイアベイラビリティおよび冗長アクセスレイヤ
ファブリックインターコネクトのために設計されています。さらに、CiscoUCSは、データレ
プリケーションやアプリケーションレベルのクラスタ処理テクノロジーなど、データセンター

に対する既存のハイアベイラビリティおよびディザスタリカバリソリューションをサポート

します。

拡張性

単一のCisco UCSドメインは、複数のシャーシおよびそれらのサーバをサポートします。それ
らはすべて、1つの Cisco UCS Managerを介して管理されます。スケーラビリティの詳細につ
いては、シスコの担当者にお問い合わせください。

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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柔軟性

Cisco UCSドメインでは、データセンターのコンピューティングリソースを、急速に変化する
ビジネス要件にすばやく合せることができます。この柔軟性を組み込むかどうかは、ステート

レスコンピューティング機能の完全な実装が選択されているかどうかによって決定されます。

必要に応じて、サーバやその他のシステムリソースのプールを適用し、作業負荷の変動への対

応、新しいアプリケーションのサポート、既存のソフトウェアおよびビジネスサービスの拡

張、スケジュール済みのダウンタイムおよび予定されていないダウンタイムの両方への適応を

行うことができます。サーバの IDは、最小のダウンタイムで、追加のネットワーク構成を行
わずにサーバからサーバへ移動できるモバイルサービスプロファイルに抽象化することがで

きます。

このレベルの柔軟性により、サーバの IDを変更したり、サーバ、ローカルエリアネットワー
ク（LAN）、または Storage Area Network（SAN）を再設定したりせずに、すばやく、簡単に
サーバの容量を拡張することができます。メンテナンスウィンドウでは、次の操作をすばやく

行うことができます。

•予測していなかった作業負荷要求に対応し、リソースとトラフィックのバランスを取り戻
すために新しいサーバを導入します。

•あるサーバでデータベース管理システムなどのアプリケーションをシャットダウンし、I/O
容量とメモリリソースを拡張した別のサーバでこれを再度起動します。

サーバ仮想化に向けた最適化

Cisco UCSは、VM-FEXテクノロジーを実装するために最適化されています。このテクノロ
ジーは、より優れたポリシーベースの設定とセキュリティ、会社の運用モデルとの適合、

VMwareのVMotionへの順応など、サーバ仮想化に対してより優れたサポートを実現します。

ユニファイドファブリック

ユニファイドファブリックを使用すると、単一のデータセンターイーサネット（DCE）ネッ
トワーク上で複数の種類のデータセンタートラフィックを行き来させることができます。さま

ざまな一連のホストバスアダプタ（HBA）およびネットワークインターフェイスカード
（NIC）をサーバに搭載させる代わりに、ユニファイドファブリックは統合された単一のネッ
トワークアダプタを使用します。このタイプのアダプタは、LANおよび SANのトラフィック
を同一のケーブルで運ぶことができます。

Cisco UCSは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）を使用して、ファブリックインターコネク
トとサーバ間をつなぐ同一の物理イーサネット接続でファイバチャネルおよびイーサネットの

トラフィックを運びます。この接続はサーバ上の統合されたネットワークアダプタで終端し、

ユニファイドファブリックはファブリックインターコネクトのアップリンクポートで終端し

ます。コアネットワークでは、LANおよび SANのトラフィックは分かれたままです。Cisco
UCSでは、データセンター全体でユニファイドファブリックを実装する必要はありません。

統合されたネットワークアダプタは、オペレーティングシステムに対してイーサネットイン

ターフェイスおよびファイバチャネルインターフェイスを提示します。サーバ側では、標準
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のファイバチャネル HBAを確認しているため、オペレーティングシステムは FCoEのカプセ
ル化を認識していません。

ファブリックインターコネクトでは、サーバ側イーサネットポートでイーサネットおよびファ

イバチャネルのトラフィックを受信します。（フレームを区別するEthertypeを使用する）ファ
ブリックインターコネクトは、2つのトラフィックの種類に分かれます。イーサネットフレー
ムおよびファイバチャネルフレームは、それぞれのアップリンクインターフェイスにスイッ

チされます。

Fibre Channel over Ethernet

Cisco UCSは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）標準プロトコルを使用して、ファイバチャ
ネルを提供します。上部のファイバチャネルレイヤは同じであるため、ファイバチャネル動

作モデルが維持されます。FCoEネットワーク管理と設定は、ネイティブのファイバチャネル
ネットワークと同様です。

FCoEは、物理イーサネットリンク上のファイバチャネルトラフィックをカプセル化します。
FCoEは専用のイーサタイプ 0x8906を使用して、イーサネット上でカプセル化されるため、
FCoEトラフィックと標準イーサネットトラフィックは同じリンク上で処理できます。FCoE
は ANSI T11標準委員会によって標準化されています。

ファイバチャネルトラフィックには、ロスレストランスポート層が必要です。ネイティブ

ファイバチャネルが使用するバッファ間クレジットシステムの代わりに、FCoEはイーサネッ
トリンクを使用して、ロスレスサービスを実装します。

ファブリックインターコネクト上のイーサネットリンクは、2つのメカニズムを使用して、
FCoEトラフィックのロスレストランスポートを保証します。

•リンクレベルフロー制御

•プライオリティフロー制御

リンクレベルフロー制御

IEEE 802.3xリンクレベルフロー制御では、輻輳の発生している受信側からエンドポイントに
対して、少しの間、データの送信を一時停止するように信号を送ることができます。このリン

クレベルフロー制御では、リンク上のすべてのトラフィックが一時停止します。

送受信方向は個別に設定できます。デフォルトでは、リンクレベルフロー制御は両方向でディ

セーブルです。

各イーサネットインターフェイスで、ファブリックインターコネクトは、プライオリティフ

ロー制御、またはリンクレベルフロー制御のいずれかをイネーブルにできます。両方をイネー

ブルにはできません。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectのインターフェイスではプライオリティフロー制御（PFC)
管理を自動として設定され、リンクレベルフロー制御 (LLFC)管理がオンのとき、ー制御 (PFC)
adminには、PFCオペレーションモードはオフおよびLLFCオペレーションモードはオンにな
ります。UCS 6300シリーズおよび以前のファブリックインターコネクトで、同じ設定で PFC
オペレーションモードがオンになっていて、LLFCオペレーションモードがオフになる結果に
なります。

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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プライオリティフロー制御

プライオリティフロー制御（PFC）機能は、イーサネットリンク上の特定のトラフィックク
ラスにポーズ機能を適用します。たとえば、PFCは FCoEトラフィックにロスレスサービス
を、標準イーサネットトラフィックにベストエフォートサービスを提供します。PFCは、
（IEEE 802.1pトラフィッククラスを使用して）特定のイーサネットトラフィッククラスに、
さまざまなレベルのサービスを提供することができます。

PFCは、IEEE802.1pのCoS値に基づき、ポーズを適用するかどうかを判断します。ファブリッ
クインターコネクトは、PFCをイネーブルにするときに、特定のCoS値を持つパケットにポー
ズ機能を適用するように、接続されたアダプタを設定します。

デフォルトでは、ファブリックインターコネクトは、PFC機能をイネーブルにするかどうか
のネゴシエーションを行います。ネゴシエーションに成功すると、PFCがイネーブルにされま
すが、リンクレベルフロー制御は（設定値に関係なく）ディセーブルのままです。PFCネゴ
シエーションに失敗した場合は、PFCをインターフェイスで強制的にイネーブルにするか、
IEEE 802.xリンクレベルフロー制御をイネーブルにできます。

Cisco UCSのビルディングブロックと接続
図 2 : Cisco UCSのビルディングブロックと接続

上の図に示すように、Cisco UCSには、以下の主要コンポーネントが含まれます。
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• Cisco UCS Manager：Cisco UCSの集中管理インターフェイスです。Cisco UCS Managerの
詳細については、『Cisco UCS Manager Getting Started Guide』の「Introduction to Cisco UCS
Manager」を参照してください

• Cisco UCSファブリックインターコネクト（FI）：Cisco UCSの展開における中核的なコ
ンポーネント。Cisco UCSシステムに対してネットワーク接続と管理機能の両方を提供し
ます。Cisco UCSファブリックインターコネクトは Cisco UCS Manager管理ソフトウェア
を実行し、以下のコンポーネントで構成されます。

• Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect、、Cisco UCS 6332シリーズファブリックインター
コネクト、Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクト、および Cisco
UCS Mini

•ネットワークおよびストレージ接続のためのトランシーバ

•さまざまなファブリックインターコネクト用の拡張モジュール

• Cisco UCS Managerソフトウェア

Cisco UCSファブリックインターコネクトの詳細については、Cisco UCSファブリックイ
ンフラストラクチャポートフォリオ（11ページ）を参照してください。

• Cisco UCS I/Oモジュールおよび Cisco UCSファブリックエクステンダ：IOMモジュール
は、CiscoFEXモジュール、または単にFEXモジュールとも呼ばれます。これらのモジュー
ルは、Cisco Nexus Seriesスイッチに対するリモートラインカードと同様、FIに対するラ
インカードとして機能します。IOMモジュールは、ブレードサーバに対するインターフェ
イス接続も提供します。IOMモジュールは、ブレードサーバからのデータを多重化して
FIに提供し、逆方向でも同じ処理を行います。実稼働環境では、冗長性とフェールオー
バーを実現するため、IOMモジュールは常に 2つ 1組で使用されます。

40Gバックプレーン設定は、22xx IOMには適用されません。重要

• Cisco UCSブレードサーバシャーシ：Cisco UCS 5100 Seriesブレードサーバシャーシは、
Cisco UCSのきわめて重要な構成要素です。現在および将来のデータセンターのニーズに
対応する、スケーラブルで柔軟なアーキテクチャを提供すると同時に、総所有コストの削

減にも貢献します。

• CiscoUCSブレードおよびラックサーバ：CiscoUCSブレードサーバはUCSソリューショ
ンの中核です。CPU、メモリ、ハードディスク容量の面で、さまざまなシステムリソース
設定で提供されます。Cisco UCSラックマウントサーバは、個別に設置および制御が可能
なスタンドアロンサーバです。ラックマウントサーバ用に、ファブリックエクステンダ

（FEX）が提供されています。FEXを使用すると、ラックマウントサーバをFIに接続し、
FIから管理することができます。ラックマウントサーバは、ファブリックインターコネ
クトに直接接続することもできます。

中小企業（SMB）では、ビジネスニーズに基づいてさまざまな種類のブレード構成を選
択できます。

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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• Cisco UCS I/Oアダプタ：Cisco UCS B Seriesブレードサーバは、最大 2つのネットワーク
アダプタをサポートするように設計されています。この設計により、サーバ、シャーシ、

およびラックレベルで、LANと SANの両方に対して複数の並行インフラストラクチャを
用意する必要がなくなるため、アダプタ、ケーブル、アクセスレイヤスイッチの数を半

分程度にまで減らすことができます。

Cisco UCSファブリックインフラストラクチャポートフォリオ

Cisco UCSファブリックインターコネクトは top-of-rack（ToR;トップオブラック）型デバイス
であり、Cisco UCSドメインへの統合されたアクセスを提供します。Cisco UCSファブリック
インターコネクトハードウェアは、現在第 4世代です。CiscoUCSファブリックインターコネ
クト製品ファミリでは、次のファブリックインターコネクトが利用できます。

• Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectについて

• Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクト

• Cisco UCS 6200シリーズ Fabric Interconnect

• Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクト

CiscoUCS6100SeriesファブリックインターコネクトおよびCiscoUCS2104 I/Oモジュールは、
サポートを終了しました。

（注）

拡張モジュール

Cisco UCS 6200シリーズでは、10G、FCoE、ファイバチャネルのポートを増やすために使用
できる拡張モジュールをサポートしています。

• Cisco UCS 6248 UPには、基本システムに 32個のポートがあります。追加の 16個のポー
トを提供する 1つの拡張モジュールによりアップグレードすることができます。

• Cisco UCS 6296 UPには、基本システムに 48個のポートがあります。追加の 48個のポー
トを提供する 3つの拡張モジュールによりアップグレードすることができます。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの概要

CiscoUCS 6454 Fabric Interconnectは、UCSシステムにネットワークの接続性と管理機能を提供
します。ファブリックインターコネクトは、システム内のサーバ、ファブリックインターコ

ネクトに接続し、LAN/SANに接続するサーバに、イーサネットおよびファイバチャネルを提
供します。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectのそれぞれが Cisco UCS Managerを実行し、すべての Cisco
UCS要素を完全に管理します。ファブリックインターコネクトは、40/100ギガビットアップ
リンクポートを使用してファブリック内の 10/25ギガビットポートをサポートします。Cisco
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UCS 6454 Fabric Interconnectが各デバイスの L1ポートまたは L2ポートを介して別のCisco UCS
6454 Fabric Interconnectに接続されていると、高可用性を実現できます。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect (FI)は 1 RU top-of-rackスイッチであり、Cisco Rシリーズ
ラックなどの標準的な 19インチラックにマウントできます。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectには、48個の 10/25 GB SFP28ポート (16個のユニファイド
ポート)と、6個の 40/100 GB QSFP28ポートが搭載されています。各 40/100 Gbポートは、4 x
10/25 Gbアップリンクポートにブレイクアウトをできます。16個のユニファイドポートは、
10/25 GbEまたは 4/8/16/32Gのファイバチャネル速度をサポートします。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、Cisco UCS Manager 4.0(1) and 4.0(2)で 8個のユニファイ
ドポート (ポート 1～ 8)をサポートしていますが、その後 16個のユニファイドポート (ポー
ト 1～ 16)をサポートします。

（注）

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、次の機能をサポートします。

•最大 8個の FCoEポートチャネル

•または 4 SANポートチャネル

•または最大 8個の SANポートチャネルと FCoEポートチャネル (それぞれ 4個)

この Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、1個のネットワーク管理ポート、初期構成の設定用
に 1個のコンソールポート、および構成の保存およびロード用に 1個の USBポートを備えて
います。また FIは、高可用性を保証する 2個のファブリックインターコネクトを接続するた
めの L1/L2ポートを含みます。

CiscoUCS 6454 Fabric Interconnectにはまた、次から構成されているCPUボードも含まれていま
す。

• Intel Xeon D-1528 v4プロセッサ、1.6 GHz

• 64 GBの RAM

• 8 MBの NVRAM (4 x NVRAM chips)

• 128 GB SSD (ブートフラッシュ)

図 3 : Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの背面図
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ポート17～44（10/25Gbpsイーサネッ
トまたは FCoE）

リリース 4.0(4)以前の Cisco
UCSManagerを使用している
場合、ポート 9～ 44は 10/25
Gbpsイーサネットまたは
FCoEです。

（注）

2ポート 1～ 16 (ユニファイドポー
ト 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoEまたは 8/16/32 Gbpsファイバ
チャネル)

リリース 4.0(4)以前の
CiscoUCSManagerを使用
している場合、1 ~ 8ポー
トのみが Unified Portsで
す。

（注）

1

アップリンクポート 49～ 54（40/100
Gbpsイーサネットまたは FCoE）

適切なブレークアウトケーブルを使用

すると、4 x 10/25 Gbpsのイーサネッ
トポートまたは FCoEアップリンク
ポートが存在これらのポートの各こと

ができます。

4ポート 45～ 48（1/10/25 Gbpsイー
サネットまたは FCoE）

3

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectのシャーシは、2つの電源モジュールと 4つのファンを備え
ています。2個のファンにより前面から背面に空気を流します。

図 4 : Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの前面図

ファン 1～ 4（シャーシ前面に向かって
左から右）

2電源および電源コードコネクタ1

L1ポート、L2ポート、RJ45、コンソー
ル、USBポート、および LED

3

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトのポート

ファブリックインターコネクトのポートは、イーサネットまたはファイバチャネルトラフィッ

クを伝送するように設定できます。ポート 1 -16のみ構成してファイバチャネルトラフィック
を伝送できます。ポートを設定するまでは、Cisco UCSドメインでそれらのポートを使用でき
ません。
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ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的に有効に設定されま

す。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが中断される

ことがあります。ポートは、設定後に無効または有効にすることができます。

（注）

次の表に、Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの概要を示します。

Cisco UCS 6454 FI

54ポートファブリックインターコネクト説明

1 RUフォームファクタ

10/25Gインターフェイス X 4810 GB固定インターフェイスの数

16

この FIは、Cisco UCSManager 4.0(1) and 4.0(2)
で 8個のユニファイドポート (ポート 1～ 8)
をサポートしていますが、その後16個のユニ
ファイドポート (ポート 1～ 16)をサポートし
ます。

ユニファイドポートの数

ポート 1～ 16ユニファイドポート範囲

10/25 Gbpsまたは 8/16/32 Gbps FCユニファイドポートの速度

6 40/100ギガビットポート40 Gbpsポート数

UCS 2204、UCS 2208、UCS 2408IOMとの互換性

Cisco Nexus 2232PP

Cisco Nexus 2232TM-E
FEXとの互換性

なし拡張スロット

4ファンモジュール

2 (AC/DC/HVDC対応)電源モジュール

ポートの速度とタイプ

ファブリックインターコネクトのポートは機能に応じて番号付けされ、グループ化されます。

ポートの番号付けは、上から下、左から右という順序になっています。次の図はポート番号を

示し、ポート速度と設定可能なポートのタイプを定義します。ポートモードの構成方法に関す

る詳細は、「6454ファブリックインターコネクトのポートモードの構成」（『CiscoUCSネッ
トワーク管理ガイド、リリース 4.04.0』）を参照してください。

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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図 5 : Cisco UCS 6454 FI、ポート番号の背面図

ポート 17 ~ 44。

各ポートは 10G/25Gイーサネットと
して動作します。

10G/25Gモードのポートタイプ:

• FCoEアップリンクポート

• Server port

•アプライアンスポート (FIはイー
サネットエンドホストモードで

ある必要があります)

•モニタポート

リリース4.0(4)以前のCisco
UCS Managerを使用してい
る場合、ポート 9～ 44は
10/25 Gbpsイーサネットま
たは FCoEです。（以前の
リリースでは、ポート 1 ~
8のみがユニファイドポー
トでした）。

（注）

2ポート 1～ 16。

ユニファイドポートは、10/25
Gbpsのイーサネットまたは
FCoE。あるいは 8/16/32Gbpsファ
イバチャネルとして動作できま

す。

8G/16G/32GFCモードのポートタ
イプ: FCアップリンクポート

10G/25Gモードのポートタイプ:

• FCoEアップリンクポート

• Server port

•アプライアンスポート (FIは
イーサネットエンドホスト

モードである必要があります)

•モニタポート

リリース 4.0(4)以前の
Cisco UCS Managerを使
用している場合、1 ~ 8
ポートのみが Unified
Portsです。

（注）

1
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アップリンクポート 49: 54。

各ポートは、40G/100Gイーサネット
または FCoEとして動作できます。
ブレークアウトケーブルを使用する

と、これらのポートの各は 4 x 10 G
または 4 x 25 Gのイーサネットまた
は FCoEポートとして動作します。

ポートタイプ：

•アップリンクポート

• FCoEアップリンクポート

•モニタポート

4ポート 45 ~ 48。

各ポートは 1G/10G/25Gイーサ
ネットとして動作します。

3

ポート設定

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectの前面ポートは、次のポートタイプとして設定できます。

ポートタイプPort Speed前面ポート番

号

•アップリンクポート

• FCOEアップリンクポート

• Server port

•アプライアンスポート

•モニタポート

イーサネット10 25 G1-16

• FCアップリンクポートネイティブ FC8G/16G/32G

•アップリンクポート

• FCOEアップリンクポート

• Server port

•アプライアンスポート

•モニタポート

10 25 G17-44

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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ポートタイプPort Speed前面ポート番

号

•アップリンクポート

• FCOEアップリンクポート

• Server port

•アプライアンスポート

•モニタポート

1G/10G/25G45-48

•アップリンクポート

• FCOEアップリンクポート

40 100 Gまたは
4x10G/25Gサポート
されているブレーク

アウトケーブルを使

用して

49 54

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトのポートのブレークアウト機能

ブレークアウトポートについて

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトは、サポートされたブレークアウトケーブル
を使用して、1つの QSFPポートを 4つの 10/25Gポートに分割できます。これらのポートを
アップリンクポートの 10/25 Gスイッチに接続するとしてのみ使用できます。UCS 6454ファ
ブリックインターコネクトで、by default(デフォルトで、デフォルトでは) 6ポートが 40/100 G
モードにします。これらは、ポート 49に 54です。これらの 40/100Gポートには、2タプルの
命名規則で番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40Gポートには 1/50という番号が割
り当てられます。40Gから 10Gに、100Gから 25Gに設定を変更するプロセスは、ブレークア
ウトと呼ばれ、[4X]10Gから 40Gの設定に、または [4X]10Gから 40Gの設定に変更するは、設
定解除と呼ばれます。

40Gポートを 10Gポートに、または 100Gポートを 25Gポートにブレークアウトすると、結果
で得られるポートは 3タプルの命名規則を使用して番号が割り当てられます。たとえば、2番
目の 40ギガビットイーサネットポートのブレークアウトポートには 1/50/1、1/50/2、1/50/3、
1/50/4という番号が割り当てられます。

次の図は、Cisco UCS 6454シリーズファブリックインターコネクトの背面図を表しており、
これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。

図 6 : Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの背面図

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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ポート17～44（10/25Gbpsイーサネッ
トまたは FCoE）

2ポート 1～ 16 (ユニファイドポー
ト 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoEまたは 8/16/32 Gbpsファイバ
チャネル)

1

アップリンクポート 49～ 54（40/100
Gbpsイーサネットまたは FCoE）

4ポート 45～ 48（1/10/25 Gbpsイー
サネットまたは FCoE）

3

ブレイクアウトポートのガイドライン

次に、Cisco UCS 6454のファブリックインターコネクトのブレイクアウト機能のガイドライ
ンを示します。

•ブレイクアウト設定可能なポートは 49 54です。

•各ブレークアウトポートの速度を設定することはできません。各ブレークアウトポートが
autoモードでです。

•サポートされているファブリックインターコネクトのポート (1/49に 1/54)のいずれかの
ブレークアウトモードを設定した後、ファブリックインターコネクトがリブートします。

•ブレイクアウトポートは、Cisco UCSManagerリリース 4.0(2)で、トラフィックモニタリ
ングの宛先としてサポートされていません。

• 49 54のポートは、アップリンクポートとしてのみ設定できます。として、次のいずれか
に構成することはできません。

•サーバポート

• FCoEストレージポート

•アプライアンスポート

ソフトウェア機能設定

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)で次の機能のサポートが導入されてCisco UCS 6454 Fabric
Interconnects。これらの機能はでサポートされていませんでしたCiscoUCS6454Fabric Interconnect
で s Cisco UCS Manager 4.0(1)のリリースです。

•スイッチングモード:CiscoUCSManager Release 4.0(1)で、CiscoUCS 6454 Fabric Interconnect
はイーサネットまたは FCスイッチングモードをサポートしませんでした。Cisco UCS
Managerリリース 4.0(2)および以降のリリースは、イーサネットと fcエイリアススイッチ
ングモードをサポートCisco UCS 6454 Fabric Interconnectsサポートします。

• MACセキュリティ—CiscoUCSManagerリリース 4.0(1)で、CiscoUCS6454Fabric Interconnect
はMACセキュリティをサポートしませんでした。Cisco UCSManagerリリース 4.0(2)と以
降のリリースでMACセキュリティをサポートしてCisco UCS 6454 Fabric Interconnects。

•ブレイクアウトアップリンクポート:Cisco UCSManagerリリース 4.0(2)と以降のリリース
は、4つの 10/25 Gポートがサポートされているブレークアウトケーブルを使用して 1つ

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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の 40/100GQSFPポートに分割をサポートします。これらのポートは、イーサネットアッ
プリンクまたは FCoEアップリンクポートの 10/25 Gスイッチに接続するとしてのみ使用
できます。これらは、サーバポート、FCoEストレージポート、アプライアンスポート
またはモニタリングポートとして設定できません。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、Cisco UCS Manager以前のリリースの UCS 6200および
6300シリーズファブリックインターコネクトでサポートされていた次のソフトウェア機能を
サポートしません。

•非ポートチャネルモードでのシャーシ検出ポリシー:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは
ポートチャネルモードのみをサポートします。

•非ポートチャネルモードでシャーシの接続ポリシー:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは
ポートチャネルモードのみをサポートします。

•マルチキャストハードウェアハッシュ:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectはマルチキャス
トハードウェアハッシュをサポートしていません。

•ダイナミック vNICSによるサービスプロファイル:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectはダ
イナミック vNIC接続ポリシーをサポートしていません。

•マルチキャスト最適化:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは QoS用のマルチキャスト最適
化をサポートしていません。

• NetFlow—Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは Netflowに関連する構成をサポートしてい
ません。

•ポートプロファイルと DVS関連の設定:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、ポートプロ
ファイルおよび分散型仮想スイッチ（DVS）に関連する設定をサポートしません。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectの次のソフトウェア機能の構成が変更されました。

•ユニファイドポート:Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、最大 8つのユニファイドポー
トをサポートします。これらは FCとして設定できます。これらのポートはモジュールの
先頭にあります。UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトでは、すべてのポー
トがユニファイドポートです。イーサーネットポートは互いに連続している必要があり、

その後に連続的な FCポートが続く必要があります。UCS 6200シリーズファブリックイ
ンターコネクトの FCポートでは、モジュールの最後の方に表示されます。

• VLANの最適化:でCisco UCS 6454 Fabric Interconnectでは、ポート VLAN (VP)カウントが
16000を超えると、PVのグループ化を利用して VLANポートカウント数の最適化が実行
されます。次の表は、Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect、Cisco UCS 6300シリーズファブ
リックインターコネクト、および Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネク
トで有効および無効にされた VLANポート数の最適化による PVカウントを示していま
す。
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6454 FI6300シリーズ FI6200シリーズ FI

160001600032000VLANポートカウン
トを使用した PVカ
ウントの最適化の無

効化

640006400064000VLANポートカウン
トの最適化が有効に

された PVカウント

イーサネットスイッチングモードとは、Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect（FI;:

• Fabric Interconnect（FI;をサポートしませんVLANポートの数の最適化有効

• Fabric Interconnect（FI; 16000 PVsと同様にVLANポート数最適化 Disabledに設定する
と、EHMモードをサポートしています

• VLANの制限事項：Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectは、システムで利用するために 128
個の VLANを予約します。

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクト

ファブリックインターコネクトの機能

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトは、Cisco UCSシステムにネットワー
クの接続性と管理機能の両方を提供します。ファブリックインターコネクトは、システム内の

サーバ、ファブリックインターコネクトに接続するサーバ、およびLAN/SANに接続するファ
ブリックインターコネクトに、イーサネットおよびファイバチャネルを提供します。

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのそれぞれがCisco UCSManagerを実
行し、すべてのCiscoUCS要素を完全に管理します。ファブリックインターコネクトは、完全
なエンドツーエンドの 40ギガビット容量をファブリック内でサポートし、16ギガビットファ
イバチャネルの容量を有効にします。Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネク
トを、各デバイスの L1または L2ポート経由で別の Cisco UCS 6300シリーズファブリックイ
ンターコネクトに接続すると、高可用性を実現できます。

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトは、次のハードウェアを含む次世代
UCS製品と連携します。

• Cisco UCS 6332ファブリックインターコネクト。イーサネットまたは Fibre Channel over
Ethernet（FCoE）シャーシ（32個の 40ギガビット QSFP+ポートを搭載）

• CiscoUCS6332-16UPファブリックインターコネクト。イーサネット、FCoE、およびファ
イバチャネルシャーシ（16個の 1ギガビットまたは 10ギガビット SFP+ポートまたは 16
個の 4ギガビット、8ギガビット、または 16ギガビットファイバチャネルポート、24個
の 40ギガビット QSFP+ポートを搭載）

• Cisco 2304 IOMまたは Cisco 2304V2、I/Oモジュール (8つの 40ギガビットバックプレー
ンポートおよび 4つの 40ギガビットアップリンクポートを搭載)

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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•複数の VIC

Cisco UCS 6332ファブリックインターコネクト

Cisco UCS 6332ファブリックインターコネクトは、1 RUの Top-of-Rack型スイッチであり、
32個の 40ギガビットQSFP+ポート、1つの 100/1000ネットワーク管理ポート、初期構成の設
定用に 1つのRS-232コンソールポート、および構成の保存およびロード用に 2つのUSBポー
トを備えています。スイッチはまた、2つのファブリックインターコネクトを接続するための
L1ポートおよびL2ポートを備え、高可用性を提供します。スイッチは、CiscoRシリーズラッ
クなどの標準的な 19インチラックにマウントできます。

冷却ファンは前面から背面に空気を流します。つまり、吸気口がファン側にあり、排気口が

ポート側にあります。

図 7 : Cisco UCS 6332ファブリックインターコネクトの背面図

ポート 1～ 12およびポート 15～ 26
は 40 Gbps QSFP+ポートまたは 4個の
10Gbps SFP+ブレークアウトポートと
して動作します。

ポート 1～ 4は、1 Gbps/10 Gbpsの動
作を可能にする Quad to SFPまたは
SFP+（QSA）アダプタをサポートしま
す。

ポート 13および 14は、40 Gbpsの
QSFP+ポートとして動作します。4個
の 10 Gbps SFP+ブレークアウトポー
トとして動作させることはできませ

ん。

2ポートレーンのスイッチボタン、

ポートレーンの LED、および L1
および L2ポートです。

1

ポート 27～ 32は 40 Gbps QSFP+
ポートとして動作します。

3

図 8 : Cisco UCS 6332ファブリックインターコネクトの前面図
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ファン 1～ 4（シャーシ前面に向かって
左から右）

2電源および電源コードコネクタ1

管理、コンソール、USBポート、およ
び LED。

3

Cisco UCS 6332-16UPファブリックインターコネクト

Cisco UCS 6332-16UPファブリックインターコネクトは、1 RUの Top-of-Rack型スイッチであ
り、24個の 40ギガビット QSFP+ポート、16個の 10ギガビット SFPポート、1つの 100/1000
ネットワーク管理ポート、初期セットアップ用に 1個の RS-232コンソールポート、および設
定の保存およびロード用に 2個のUSBポートを備えています。スイッチはまた、2つのファブ
リックインターコネクトを接続するための L1ポートおよび L2ポートを備え、高可用性を提
供します。スイッチは、Cisco Rシリーズラックなどの標準的な 19インチラックにマウント
できます。

冷却ファンは前面から背面に空気を流します。つまり、吸気口がファン側にあり、排気口が

ポート側にあります。

図 9 : Cisco UCS 3223-16UPファブリックインターコネクトの背面図

ポート 1～ 16はユニファイドポート
（UP）であり、1 Gbpsまたは 10 Gbps
SFP+固定イーサネットポートまたは 4
ギガビット、8ギガビット、または 16
ギガビットファイバチャネルポートの

いずれかとして動作します。

2ポートレーンのスイッチボタン、ポー

トレーンの LED、および L1および L2
ポートです。

1

ポート 35～ 40は 40 Gbps QSFP+ポー
トとして動作します。

4ポート 17～ 34は 40 Gbps QSFP+ポー
ト、4個の 10ギガビット SFP+ブレー
クアウトポート用のブレークアウト

モード、または QSA for 10Gとして動
作します。

3
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図 10 : Cisco UCS 6332-16UPファブリックインターコネクトの前面図

ファン 1～ 4（シャーシ前面に向かって
左から右）

2電源および電源コードコネクタ1

管理、コンソール、USBポート、およ
び LED。

3

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのポート

CiscoUCS6300シリーズファブリックインターコネクトのポートは、イーサネットまたはファ
イバチャネルのトラフィックのいずれかを伝送するよう設定できます。これらのポートは予約

されていません。ポートを設定するまで、Cisco UCSドメインでそれらのポートを使用するこ
とはできません。

ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的にイネーブルに設定

されます。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが中断

されることがあります。ポートは設定後にディセーブルにできます。

（注）

次の表に、Cisco UCSファブリックインターコネクトの第 2世代および第 3世代のポートをま
とめています。

第 3世代第 2世代Cisco UCS Mini

Cisco UCS
6332-16UP

Cisco UCS
6332

Cisco UCS
6296 UP

Cisco UCS
6248 UP

Cisco UCS 6324項目

40ポートファ
ブリックイン

ターコネクト

32ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

96ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

48ポート
ファブリッ

クインター

コネクト

ユニファイドポー

トを4つと拡張ポー
トを1つ備えたファ
ブリックインター

コネクト

説明

1 RU1 RU2 RU1 RU1 RUフォーム

ファクタ

6（ポート 35～
40）

6（ポート17
～ 32）

———40 GB固定
インター

フェイスの

数
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Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのポート



第 3世代第 2世代Cisco UCS Mini

ブレークアウト

ケーブルを使用

するポート 17
～ 34

ブレークア

ウトケーブ

ルを使用す

るポート 5
～ 26

すべてすべてすべて1GB/10GBイ
ンターフェ

イスの数

（取り付け

られている

SFPモ
ジュールの

数による）

ポート 1～ 16なしすべてすべて4ユニファイ

ドポート（8
Gbps、FC、
FCoE）

すべてすべてすべてすべてすべてすべての

IOMと互換
性あり

なしなし3（16ポー
ト）

1（16ポー
ト）

なし拡張スロッ

ト

44524ファンモ

ジュール

2（AC/DC対
応）

2（AC/DC対
応）

2（AC/DC対
応）

2（AC/DC対
応）

—電源モ

ジュール

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトではポートのブレークアウト機能を
サポートしています。40Gポートを 4つの 10Gポートに変換する方法については、Cisco UCS
6300シリーズファブリックインターコネクトのポートのブレークアウト機能（26ページ）
を参照してください。

（注）

ポートモード

ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファ

イバチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ポートモードは Cisco UCS
Managerで設定します。ただし、ファブリックインターコネクトは自動的にポートモードを
検出しません。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられ

ます。VLANやVSANなど、そのポート設定に関連付けられているオブジェクトもすべて削除
されます。ユニファイドポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。
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ポートタイプ

ポートタイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

デフォルトでは、イーサネットポートモードに変更されたユニファイドポートはイーサネッ

トアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更され

た統合ポートは、ファイバチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバ

チャネルポートを設定解除することはできません。

ポートタイプ変更時のリブートは不要です。

イーサネットポートモード

イーサネットにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ

• FCoEポート

•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してか
ら、そのポートを SPAN送信元として設定します。

（注）

ファイバチャネルポートモード

ファイバチャネルにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート

• FCoEアップリンクポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してか
ら、そのポートを SPAN送信元として設定します。

（注）
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Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのポートのブレークアウト機能

ブレークアウトポートについて

Cisco UCSファブリックインターコネクトの 6300シリーズでは、1つのQSFPポートを 4つの
10Gポートに分割できます。このとき、サポートされているブレークアウトケーブルを使用し
ます。デフォルトでは、40Gモードでは32個のポートがあります。これらの40Gポートには、
2タプルの命名規則で番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40Gポートには 1/2とい
う番号が割り当てられます。40Gから10Gに設定を変更するプロセスはブレークアウトと呼ば
れ、（4つの）10Gから 40Gに設定を変更するプロセスは設定解除と呼ばれます。

40Gポートを 10Gポートにブレークアウトする場合、得られたポートには 3タプルの命名規則
を使用して番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40ギガビットイーサネットポート
のブレークアウトポートには 1/2/1、1/2/2、1/2/3、1/2/4という番号が割り当てられます。

次の図は、Cisco UCS 6332シリーズファブリックインターコネクトの正面図を表しており、
これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。

図 11 : Cisco UCS 6332シリーズファブリックインターコネクトの正面図

L1および L2ハイアベイラビリティポート1

40G QSFPポート X 28（10G SFPポート X 98）

（注） • QSAモジュールはポート 13～ 14で必要。

• 10Gのサポートには QSFPから 4XSFPへのブレークアウトケーブ
ルが必要。

2

40G QSFPポート X 63

次の図は、Cisco UCS 6332-16UPシリーズファブリックインターコネクトの正面図を表してお
り、これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。
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図 12 : Cisco UCS 6332-16UPシリーズファブリックインターコネクトの正面図

L1および L2ハイアベイラビリティポート1

1/10G SFPポート X 16（4/8/16G FCポート X 16）2

40G QSFPポート X 18（10G SFP+ポート X 72）

（注） • 10Gのサポートには QSFPから 4XSFPへのブレークアウトケーブ
ルが必要。

3

40G QSFPポート X 64

次の図は、CiscoUCS6300シリーズファブリックインターコネクトの背面図を表しています。

図 13 : Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトの背面図

電源モジュール1

ファン X 42

電源モジュール3

シリアルポート4

ブレークアウトポートの制約事項

次の表に、Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのブレークアウト機能の
制約事項をまとめています。
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ブレークアウト機能をサポートしてい

ないポート

ブレークアウト設定が可

能なポート

Cisco UCS 6300シリーズ
ファブリックインターコ

ネクト

13～ 14、27～ 32

（注） •ポート 27～ 32では自動
ネゴシエートの動作はサ

ポートされていません。

1～ 12、15～ 26Cisco UCS 6332

1～ 16、35～ 40

（注） •ポート 35～ 40では自動
ネゴシエートの動作はサ

ポートされていません。

17～ 34Cisco UCS 6332-16UP

QoSジャンボフレームを使用する場合、最大で4つのブレークアウトポートが許可されます。重要

Cisco UCS Managerの概要
Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクト上の組み込みソフトウェアで、Cisco
UCSシステムのすべてのコンポーネントを完全に設定および管理する機能が備わっています。
この設定情報は2台のファブリックインターコネクト間で複製され、この重要な機能の高可用
性ソリューションを提供します。単純な作業を行うためにCisco UCS Managerにアクセスする
最も一般的な方法は、Webブラウザを使用することです。コマンドラインインターフェイス
（CLI）とXMLAPIが、コマンドラインまたはプログラムによる操作のために用意されていま
す。

Cisco UCS Managerの GUIでは、ロールベースアクセスコントロール（RBAC）が提供され、
システムオブジェクトに対する管理権限を複数のユーザレベルに許可することができます。

作成できる任意の組織構造に対応するロケールに基づいて、ユーザのアクセスをシステムの特

定の部分に制限できます。ユーザを各自のアクセスレベルや専門領域に基づいて、ストレージ

管理者、サーバ機器の管理者、または読み取り専用のように分類することもできます。

Cisco UCSManagerすべてのソフトウェアコンポーネントとハードウェアコンポーネントの統
一された組み込み管理を可能にします。Cisco UCS Managerのすべてのインスタンスとそれに
よって管理されるすべてのコンポーネントがドメインを形成します。複数のCiscoUCSドメイ
ンを導入している組織では、Cisco UCS Centralソフトウェアが、何千台ものサーバからなる世
界中に分散された複数のCiscoUCSドメインを管理可能な集中型ユーザインターフェイスを提
供します。Cisco UCS Centralは、Cisco UCS Managerと統合し、それを利用してプール、ポリ
シー、およびファームウェアのグローバル設定機能を提供します。
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設定オプション
次の方法で Cisco UCSドメインを設定できます。

•スタンドアロン設定で単一のファブリックインターコネクトとして

•クラスタ設定でファブリックインターコネクトの冗長性のあるペアとして

クラスタ設定では、ハイアベイラビリティが提供されます。一方のファブリックインターコ

ネクトが使用不可能になっても、もう一方が代わりを務めます。クラスタ設定をサポートに

は、1つの管理ポート（Mgmt0）接続のみが必要です。ただし、リンクレベルの冗長性を提供
するには、両方のMgmt0ポートが接続されている必要があります。クラスタの設定では、マ
スターおよびスレーブスロットはプライマリおよび下位として識別されます。

さらに、クラスタ構成では、冗長仮想インターフェイス（VIF）接続のフェールオーバーリカ
バリ時間が大幅に向上します。アダプタに、あるファブリックインターコネクトへのアクティ

ブな VIF接続と別の（第 2の）ファブリックインターコネクトへのスタンバイ VIF接続が存
在する場合、アクティブな VIFの学習済みMACアドレスは複製されますが、第 2のファブ
リックインターコネクトにはインストールされません。アクティブな VIFに障害が発生した
場合、第 2のファブリックインターコネクトは複製されたMACアドレスをインストールし、
それをGratuitous ARPメッセージを介してネットワークにブロードキャストして、切り替え時
間を短縮します。

クラスタ構成では、管理プレーンに対してのみ冗長性が提供されます。データの冗長性はユー

ザの設定に依存するので、データの冗長性をサポートするにはサードパーティ製のツールが必

要なこともあります。

（注）
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第 3 章

システム要件

•システム要件の概要（31ページ）
•ハードウェア要件（31ページ）
•ブラウザ要件（32ページ）
•ポート要件（33ページ）

システム要件の概要
Cisco UCS Managerの初期設定を行う前に、次の最低限のハードウェア、ブラウザ、ポートの
要件を満たしておく必要があります。

ハードウェア要件
Cisco UCS Managerを設定する前に、次の物理的なケーブル配線の要件を満たしていることを
確認します。

Cisco UCSファブリックインターコネクトは、ブレードサーバシャーシとのすべてのケーブ
ル配線の集約ポイントとして機能します。次の図は、CiscoUCSファブリックインターコネク
トのクラスタ接続を示しています。

（注）
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図 14 : Cisco UCSファブリックインターコネクトの物理的なケーブル配線

• L1および L2というラベルが付けられている統合ポートを使用して、2台のファブリック
インターコネクトを接続します。これらのポートは、2台のファブリックインターコネク
ト間でのクラスタ情報の複製に使用されます。データトラフィックの転送用ではありませ

ん。

•各ファブリックインターコネクトの管理イーサネットポートから、アウトオブバンドイー
サネット管理ネットワークまたはイーサネットセグメントです。ここからシステム全体の

管理を行うことができます。

•各ブレードシャーシにファブリックエクステンダ（I/Oモジュール）を 2台接続して、
ファブリックインターコネクトへの接続性を持たせます。

•ブレードサーバシャーシから、I/Oモジュール 1台を最初のファブリックインターコネ
クトに接続します。2台目の I/Oモジュールを 2台目のファブリックインターコネクトに
接続します。ファブリックインターコネクトを設定すると、それらは「A」および「B」
のファブリックインターコネクトとして指定できるようになります。

I/Oモジュールごとに、1本、2本、4本、または 8本のケーブルを使用してモジュールをファ
ブリックインターコネクトに接続できます。システムの復元力とスループットのために、I/O
モジュールごとに少なくとも 2本の接続を使用することを推奨します。

（注）

ブラウザ要件
Cisco UCS Managerを使用するには、ご使用のコンピュータが次の最小限のブラウザ要件を満
たすか、それ以上でなければなりません。

• Cisco UCS ManagerではWeb Startが使用され、次のブラウザがサポートされます。

• Microsoft Internet Explorer 11以降

• Mozilla Firefox 45以降

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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• Google Chrome 57以降

• Apple Safariバージョン 9以降

• Operaバージョン 35以降

HTML-5 UIはブラウザごとにユーザセッションを 1つサポートします。重要

ポート要件

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

Cisco UCS 6454 Fabric InterconnectCisco UCS Manager 4.0以降のリリースを使用したポート設定
をサポートします。

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトは、Cisco UCS Manager 3.1以降のリ
リースを使用したポート設定をサポートします。

ポートチャネルの要件

同じ速度のポートはポートチャネルで設定できます。ポートチャネルは、速度の違いにより、

ブレークアウトと標準ポートの両方を持つことはできません。

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
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第 4 章

初期設定

•初期設定の概要（35ページ）
•コンソールの設定（36ページ）
•管理ポリシーの設定（46ページ）
•機器ポリシーの設定（46ページ）
•ユニファイドポートの設定（47ページ）
•ファブリックインターコネクトサーバポートの設定（47ページ）
• LAN接続の設定（47ページ）
• SAN接続の設定（48ページ）
•ワークロードの定義（48ページ）

初期設定の概要
Cisco UCS Managerの初期設定を開始する前に、このガイドの「Cisco Unified Computing System
の基本事項」セクションおよび「システム要件」セクションを参照してください。

Cisco UCS Managerの初期設定には、次の手順が含まれています。

図 15 : Cisco UCS Manager初期設定の概要

1. コンソールの設定：この手順では、シリアルコンソールを使用して Cisco UCS Managerを
起動します。ファブリックインターコネクトで初期設定ウィザードを実行し、管理用サブ

ネットに 3つの IPアドレスを割り当てます。各ファブリックインターコネクトに 1つず
つと、Cisco UCS Managerのインスタンスを定義し管理を可能にする仮想 IPインターフェ
イスに 1つです。この手順の詳細については、次を参照してください：コンソールの設定
（36ページ）

Cisco UCS Managerリリース 4.0スタートアップガイド
35



2. 管理ポリシーの設定：この手順では、DNSサーバ、NTP、タイムゾーンなどの管理ポリ
シーを設定します。これらはすべてのコンポーネントが正しく機能するために必要です。

この手順の詳細については、管理ポリシーの設定（46ページ）を参照してください。

3. 装置ポリシーの設定：この手順では、CiscoUCSManagerで装置ポリシーを設定して、シャー
シディスカバリを実行します。シャーシディスカバリポリシーでは、I/Oモジュールと
ファブリックインターコネクト間の最小限の接続数を指定します。この値は明示的に設定

する必要があります。この手順の詳細については、次を参照してください：機器ポリシー

の設定（46ページ）

4. ユニファイドポートの設定：この手順では、プライマリと従属のファブリックインター
コネクトでユニファイドポートを設定します。ユニファイドポートの設定（47ページ）

5. ファブリックインターコネクトポートの設定：この手順では、ファブリックインターコ
ネクトサーバポートを設定します。この手順の詳細については、次を参照してください：

ファブリックインターコネクトサーバポートの設定（47ページ）
6. LAN接続の設定：この手順では、ファブリックインターコネクトから最初の LAN接続を
確立します。この手順の詳細については、LAN接続の設定（47ページ）を参照してくだ
さい。

7. SAN接続の設定：この手順では、ファブリックインターコネクトから最初の SAN接続を
確立します。この手順の詳細については、次を参照してください： SAN接続の設定（48
ページ）

8. ワークロードの定義：初期設定が終了した後、ワークロードを定義できます。この手順の
詳細については、ワークロードの定義（48ページ）を参照してください。

コンソールの設定
CiscoUCSファブリックインターコネクトの初期設定は、コンソール接続を使用して実行しま
す。単一ドメイン内のファブリックインターコネクト間では、Cisco UCS Managerのバージョ
ンを同一にする必要があります。サポートされているファームウェアバージョンを確認するに

は、最新の『Cisco UCS Managerリリースノート』および『ファームウェア管理ガイド』を参
照してください。

はじめる前に

コンソール設定のために必要な次の情報を取得します。

•システム名

• adminアカウントのパスワード。CiscoUCSManagerのパスワードのガイドラインに適合す
る強力なパスワードを選択します。このパスワードフィールドは空にできません。

•管理ポート IPv4およびサブネットマスク、または IPv6アドレスとプレフィックス。

•デフォルトゲートウェイの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス。
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• DNSサーバの IPv4または IPv6アドレス（任意）。

•システムのドメイン名（任意）。

インストール方法

GUIまたは CLIを使用して Cisco UCS Managerを設定できます。

参照先インストール方法

GUIによるプライマリファブリックインター
コネクトの設定（37ページ）

GUI

CLIによるプライマリファブリックインター
コネクトの設定（41ページ）

CLI

ファブリックインターコネクトの設定

ファブリックインターコネクトの初期設定は、コンソール接続を使用して実行します。単一ド

メイン内のファブリックインターコネクト間では、Cisco UCS Managerのバージョンを同一に
する必要があります。サポートされているファームウェアバージョンを確認するには、最新の

『Cisco UCS Managerリリースノート』および『ファームウェア管理ガイド』を参照してくだ
さい。

GUIによるプライマリファブリックインターコネクトの設定

プライマリファブリックインターコネクトを設定するための下記の手順に従うか、「Cisco
UCS Manager Initial Setup part 1」をご覧ください。

手順

ステップ 1 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示さ

れます。

ステップ 2 システムがリースを取得したら、手順6に進みます。それ以外の場合は次の手順に進みます。

ステップ 3 コンソールポートに接続します。

ステップ 4 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 5 システムがDHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレ
フィックス。

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4または
IPv6アドレス。
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クラスタ設定では、設定時に両方のファブリックインターコネクトに同じ管理イン

ターフェイスのアドレスタイプを割り当てる必要があります。

（注）

ステップ 6 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページ
に移動します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 8 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。

ステップ 9 [Cluster and Fabric Setup]領域で、以下の操作を行います。

a) [Enable Clustering]オプションをクリックします。
b) [Fabric Setup]オプションに対して [Fabric A]を選択します。
c) [Cluster IP Address]フィールドに、Cisco UCSManagerで使用する IPv4アドレスまたは IPv6
アドレスを入力します。

ステップ 10 [System Setup]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

Cisco UCSドメインに割り当てる名前。

スタンドアロン設定では、システム名に「-A」
が追加されます。クラスタ設定では、ファブ

リックAに割り当てられたファブリックイン
ターコネクトに「-A」が、ファブリック Bに
割り当てられたファブリックインターコネク

トに「-B」が追加されます。

システム名

ファブリックインターコネクト上のAdminア
カウントに使用されるパスワード。

CiscoUCSManagerのパスワードのガイドライ
ンに適合する強力なパスワードを選択します。

このパスワードは空にできません。

[Admin Password]

ファブリックインターコネクト上のAdminア
カウントに使用されるパスワード。

[Confirm Admin Password]

ファブリックインターコネクトの管理ポート

のスタティック IPv4または IPv6アドレス。
[Mgmt IP Address]

ファブリックインターコネクトの管理ポート

の IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィ
クス。

[Mgmt IP Address]に入力したアドレ
スタイプに基づいて、[Mgmt IP
Netmask]または [Mgmt IP Prefix]の
入力が求められます。

（注）

[Mgmt IP Netmask]または [Mgmt IP Prefix]
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説明フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポー

トに割り当てられるデフォルトゲートウェイ

の IPv4または IPv6アドレス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力
したアドレスタイプに基づいて、シ

ステムから [Default Gateway]アドレ
スタイプへの入力が求められます。

（注）

[Default Gateway]

ファブリックインターコネクトに割り当てら

れるDNSサーバの IPv4または IPv6アドレス。
[DNS Server IP]

ファブリックインターコネクトが存在するド

メインの名前。

[Domain Name]

ステップ 11 [Submit]をクリックします。`
セットアップ操作の結果がページに表示されます。

GUIによる従属ファブリックインターコネクトの設定

従属ファブリックインターコネクトを設定するための下記の手順に従うか、「CiscoUCSManager
Initial Setup part 2」をご覧ください。

既存の高可用性クラスタに新しいファブリックインターコネクトを追加するとき（新規インス

トールやファブリックインターコネクトの交換時など）、認証方式がリモートに設定されてい

る限り、新しいデバイスはクラスタにログインできません。新しいファブリックインターコネ

クトをクラスタに正常に追加するには、認証方式を一時的にローカルに設定し、プライマリ

ファブリックインターコネクトのローカル管理者資格情報を使用する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示さ

れます。

ステップ 2 システムがリースを取得したら、手順6に進みます。それ以外の場合は次の手順に進みます。

ステップ 3 コンソールポートに接続します。

ステップ 4 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 5 システムがDHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス
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•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレ
フィックス

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4アドレ
スまたは IPv6アドレス

クラスタ設定では、設定時に両方のファブリックインターコネクトに同じ管理イン

ターフェイスのアドレスタイプを割り当てる必要があります。

（注）

ステップ 6 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページ
に移動します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 8 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。

ファブリックインターコネクトは、第 1ファブリックインターコネクトの設定情報を検出し
ます。

ステップ 9 [Cluster and Fabric Setup]領域で、以下の操作を行います。

a) [Enable Clustering]オプションを選択します。
b) [Fabric Setup]オプションに対して [Fabric B]が選択されていることを確認します。

ステップ 10 [System Setup]領域の [Admin Password of Master]フィールドに Adminアカウントのパスワード
を入力します。

[Manager Initial Setup]領域が表示されます。

ステップ 11 [Manager Initial Setup]領域で表示されるフィールドは、第 1ファブリックインターコネクトを
IPv4または IPv6のどちらの管理アドレスで設定したかによって異なります。次のように、設
定に適したフィールドに入力します。

説明フィールド

ローカルファブリックインターコネクトの

Mgmt0インターフェイスの IPv4アドレスを入
力します。

[Peer FI is IPv4 Cluster enabled. Please Provide
Local fabric interconnect Mgmt0 IPv4 Address]

ローカルファブリックインターコネクトの

Mgmt0インターフェイスの IPv6を入力しま
す。

[Peer FI is IPv6 Cluster Enabled. Please Provide
Local fabric interconnect Mgmt0 IPv6 Address]

ステップ 12 [Submit]をクリックします。`

セットアップ操作の結果がページに表示されます。
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CLIによるプライマリファブリックインターコネクトの設定

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示さ

れます。

ステップ 3 設定されていないシステムがブートすると、使用する設定方法の入力を要求するプロンプトが

表示されます。 console と入力して、コンソール CLIを使用した初期設定を続行します。

ステップ 4 setup と入力して、初期システム設定を続行します。

ステップ 5 y と入力して、初期設定を続行することを確認します。

ステップ 6 adminアカウントのパスワードを入力します。

ステップ 7 確認のために、adminアカウントのパスワードを再入力します。

ステップ 8 yes と入力して、クラスタ構成の初期設定を続行します。

ステップ 9 ファブリックインターコネクトのファブリックを入力します（ A または B）。

ステップ 10 システム名を入力します。

ステップ 11 ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4または IPv6アドレスを入力します。

IPv4アドレスを入力する場合は、IPv4サブネットマスクを入力するように求められます。IPv6
アドレスを入力する場合は、IPv6ネットワークプレフィックスを入力するように求められま
す。

ステップ 12 各 IPv4サブネットマスク、または IPv6ネットワークプレフィックスを入力し、Enterキー
を押します。

ファブリックインターコネクトの管理ポート用に入力したアドレスタイプによって、デフォ

ルトゲートウェイの IPv4または IPv6アドレスを求められます。

ステップ 13 次のいずれかを入力します。

• IPv4 address of the default gateway
•デフォルトゲートウェイの IPv6アドレス

ステップ 14 DNSサーバの IPアドレスを指定する場合は yes を入力し、指定しない場合は no を入力しま
す。

ステップ 15 （任意） DNSサーバの IPv4または IPv6アドレスを入力します。

アドレスタイプはファブリックインターコネクトの管理ポートのアドレスタイプと同じであ

る必要があります。

ステップ 16 デフォルトのドメイン名を指定する場合は yes を入力し、指定しない場合は no を入力しま
す。

ステップ 17 （任意）デフォルトドメイン名を入力します。
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ステップ 18 設定の概要を確認し、 yes と入力して設定を保存および適用するか、 no と入力して設定ウィ
ザードを初めからやり直して設定を一部変更します。

設定ウィザードのやり直しを選択した場合は、以前に入力した値が角カッコで囲まれて表示さ

れます。以前に入力した値をそのまま使用する場合は、Enterを押します。

例

次に、コンソールおよび IPv4管理アドレスを使用してクラスタ設定の最初のファブ
リックインターコネクトをセットアップする例を示します。

Enter the installation method (console/gui)? console
Enter the setup mode (restore from backup or initial setup) [restore/setup]? setup
You have chosen to setup a new switch. Continue? (y/n): y
Enter the password for "admin":
Confirm the password for "admin":
Do you want to create a new cluster on this switch (select 'no' for standalone setup or
if you want this switch to be added to an existing cluster)? (yes/no) [n]: yes
Enter the switch fabric (A/B): A
Enter the system name: foo
Mgmt0 IPv4 address: 192.168.10.10
Mgmt0 IPv4 netmask: 255.255.255.0
IPv4 address of the default gateway: 192.168.10.1
Virtual IPv4 address: 192.168.10.12
Configure the DNS Server IPv4 address? (yes/no) [n]: yes
DNS IPv4 address: 20.10.20.10

Configure the default domain name? (yes/no) [n]: yes
Default domain name: domainname.com

Join centralized management environment (UCS Central)? (yes/no) [n]: no
Following configurations will be applied:
Switch Fabric=A
System Name=foo
Management IP Address=192.168.10.10
Management IP Netmask=255.255.255.0
Default Gateway=192.168.10.1
Cluster Enabled=yes
Virtual Ip Address=192.168.10.12
DNS Server=20.10.20.10
Domain Name=domainname.com

Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)? (yes/no): yes

次に、コンソールおよび IPv6管理アドレスを使用してクラスタ設定の最初のファブ
リックインターコネクトをセットアップする例を示します。

Enter the installation method (console/gui)? console
Enter the setup mode (restore from backup or initial setup) [restore/setup]? setup
You have chosen to setup a new switch. Continue? (y/n): y
Enter the password for "admin":
Confirm the password for "admin":
Do you want to create a new cluster on this switch (select 'no' for standalone setup or
if you want this switch to be added to an existing cluster)? (yes/no) [n]: yes
Enter the switch fabric (A/B): A
Enter the system name: foo
Mgmt0 address: 2001::107
Mgmt0 IPv6 prefix: 64
IPv6 address of the default gateway: 2001::1
Configure the DNS Server IPv6 address? (yes/no) [n]: yes
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DNS IP address: 2001::101
Configure the default domain name? (yes/no) [n]: yes
Default domain name: domainname.com

Join centralized management environment (UCS Central)? (yes/no) [n]: no
Following configurations will be applied:
Switch Fabric=A
System Name=foo
Enforced Strong Password=no
Physical Switch Mgmt0 IPv6 Address=2001::107
Physical Switch Mgmt0 IPv6 Prefix=64
Default Gateway=2001::1
Ipv6 value=1
DNS Server=2001::101
Domain Name=domainname.com

Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)? (yes/no): yes

CLIによる従属ファブリックインターコネクトの設定

この手順は、管理ポートに対し IPv4または IPv6アドレスを使用して第 2のファブリックイン
ターコネクトをセットアップする方法について説明します。

新しいファブリックインターコネクトを既存の高可用性クラスタに追加する場合、たとえば、

新規インストール時またはファブリックインターコネクトの交換時に、認証方式がリモートに

設定されている限り、新しいデバイスはクラスタにログインできません。新しいファブリック

インターコネクトをクラスタに正常に追加するには、認証方式を一時的にローカルに設定し、

プライマリファブリックインターコネクトのローカル管理者資格情報を使用する必要があり

ます。

（注）

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。
ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示さ

れます。

ステップ 3 設定されていないシステムがブートすると、使用する設定方法の入力を要求するプロンプトが
表示されます。 console と入力して、コンソール CLIを使用した初期設定を続行します。

ファブリックインターコネクトによって、クラスタ内のピアファブリックインター

コネクトが検出されます。検出されなかった場合は、L1ポートとL2ポート間の物理
接続を調べ、ピアファブリックインターコネクトがクラスタ設定でイネーブルになっ

ていることを確認します。

（注）

ステップ 4 y と入力して、従属ファブリックインターコネクトをクラスタに追加します。

ステップ 5 ピアファブリックインターコネクトの管理パスワードを入力します。

ステップ 6 従属ファブリックインターコネクト上の管理ポートの IPアドレスを入力します。
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ステップ 7 設定の概要を確認し、 yes と入力して設定を保存および適用するか、 no と入力して設定ウィ
ザードを初めからやり直して設定を一部変更します。

設定ウィザードのやり直しを選択した場合は、以前に入力した値が角カッコで囲まれて表示さ

れます。以前に入力した値をそのまま使用する場合は、Enterを押します。

例

次に、ピアのコンソールおよび IPv4アドレスを使用してクラスタ設定の第 2のファブ
リックインターコネクトをセットアップする例を示します。

Enter the installation method (console/gui)? console
Installer has detected the presence of a peer Fabric interconnect. This Fabric interconnect
will be added to the cluster. Continue (y/n) ? y
Enter the admin password of the peer Fabric Interconnect:
Peer Fabric interconnect Mgmt0 IPv4 Address: 192.168.10.11
Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)? (yes/no): yes

次に、ピアのコンソールおよび IPv6アドレスを使用してクラスタ設定の第 2のファブ
リックインターコネクトをセットアップする例を示します。

Enter the installation method (console/gui)? console
Installer has detected the presence of a peer Fabric interconnect. This Fabric interconnect
will be added to the cluster. Continue (y/n) ? y
Enter the admin password of the peer Fabric Interconnect:
Peer Fabric interconnect Mgmt0 IPv6 Address: 2001::107
Apply and save the configuration (select 'no' if you want to re-enter)? (yes/no): yes

コンソール設定の確認

両方のファブリックインターコネクトの設定が確実に行われていることを確認するために、

SSHを使用してファブリックインターコネクトにログインしたり、CLIを使用してクラスタの
状態を確認したりすることができます。この手順については、「CiscoUCSManager Initial Setup
part 3」をご覧ください。

クラスタの状態を確認するには、次のコマンドを使用します。
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出力の例目的コマンド

次の例の表示では、両方の

ファブリックインターコネク

トが Up状態、HAが Ready状
態、ファブリックインターコ

ネクト Aがプライマリロー
ル、ファブリックインターコ

ネクト Bが従属ロールです。
UCS-A# show cluster state
Cluster Id:
0x4432f72a371511de-0xb97c000de1b1ada4

A: UP, PRIMARY
B: UP,
SUBORDINATE HA READY

ハイアベイラビリティクラス

タの両方のファブリックイン

ターコネクトの動作状態およ

びリーダーシップロールを表

示します。

show cluster state

次に、クラスタの状態を詳細

に表示する例を示します。

UCSC# show cluster
extended-state
0x2e95deacbd0f11e2-0x8ff35147e84f3de2Start
time: Thu May 16 06:54:22
2013Last election time: Thu
May 16 16:29:28 2015System
Management
Viewing the Cluster State
A: UP, PRIMARY
B: UP, SUBORDINATE

A: memb state UP, lead state
PRIMARY, mgmt services
state: UP
B: memb state UP, lead state
SUBORDINATE,
mgmt services state: UP
heartbeat state PRIMARY_OK
HA READY
Detailed state of the device
selected for HA quorum data:

Device 1007, serial:
a66b4c20-8692-11df-bd63-1b72ef3ac801,
state: active
Device 1010, serial:
00e3e6d0-8693-11df-9e10-0f4428357744,
state: active
Device 1012, serial:
1d8922c8-8693-11df-9133-89fa154e3fa1,
state: active

クラスタの状態を詳細に表示

します。通常は問題をトラブ

ルシューティングする場合に

使用します。

show cluster extended-state
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管理ポリシーの設定
初期設定が完了した後、障害、イベント、ユーザ、外部ディレクトリサービス、通信サービ

ス、およびライセンスなど、グローバルシステム管理設定を設定します。

各管理ポリシーの設定方法に関する具体的なガイダンスについては、次の表を参照してくださ

い。

参照先タスク

『CiscoUCSManagerインフラストラクチャ管
理ガイド』

Add DNS Servers

『Cisco UCS Manager管理ガイド』Time Zone Management

『CiscoUCSManagerインフラストラクチャ管
理ガイド』

Cisco UCS Centralへの登録

『CiscoUCSManagerインフラストラクチャ管
理ガイド』

User Management

『Cisco UCS Manager管理ガイド』通信管理

『Cisco UCS Manager管理ガイド』キー管理（オプション）

『Cisco UCS Manager管理ガイド』ライセンス管理

機器ポリシーの設定
管理ポリシーを設定した後、シャーシ/FEXディスカバリポリシー、電源ポリシー、MACアド
レス変更ポリシー、および SELポリシーなどの機器ポリシーを設定します。

各機器ポリシーの設定方法に関する具体的なガイダンスについては、次の表を参照してくださ

い。

参照先タスク

『CiscoUCSManagerインフラストラクチャ管
理ガイド』

シャーシ/FEXディスカバリポリシー、電力ポ
リシー、情報ポリシーなどのグローバルポリ

シーの設定

『Cisco UCS Manager管理ガイド』SELポリシーの設定
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ユニファイドポートの設定
機器ポリシーを設定した後、ユニファイドポートを有効にします。ユニファイドポートは、

最初にプライマリファブリックインターコネクト上で設定し、次に従属ファブリックインター

コネクト上で設定することを推奨します。

ユニファイドポートを設定する方法の具体的なガイダンスについては、次の表を参照してくだ

さい。

参照先タスク

『Cisco UCSネットワーク管理ガイド』ユニファイドポートの設定

ファブリックインターコネクトサーバポートの設定
ユニファイドポートを設定した後、ファブリックインターコネクトポートを有効にします。

ファブリックインターコネクトサーバポートを設定する方法の具体的なガイダンスについて

は、次の表を参照してください。

参照先タスク

『Cisco UCS Manager Network Management
Guide』

ファブリックインターコネクトサーバポート

の設定

CiscoUCSManagerリリース 3.1(3)以
降では、ファブリックインターコネ

クトサーバポートを自動的に設定

できます。

（注）

LAN接続の設定
ファブリックインターコネクトサーバポートを設定した後、ファブリックインターコネクト

イーサネットポートを有効にして、LAN接続の初期設定を実行します。

LAN接続を設定する方法の具体的なガイダンスについては、次の表を参照してください。

参照先タスク

『Cisco UCS Manager Network Management
Guide』

ファブリックインターコネクトイーサネット

ポートの設定
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SAN接続の設定
LAN接続を設定した後、ファブリックインターコネクト FCポートを有効にして、SAN接続
の初期設定を実行します。

SAN接続を設定する方法の具体的なガイダンスについては、次の表を参照してください。

参照先タスク

『Cisco UCS Manager Storage Management
Guide』

ファブリックインターコネクト FCポートの
設定

ワークロードの定義
Cisco UCS Managerの初期設定が完了したら、推奨順序で次の手順を実行し、ワークロードを
定義します。

参照先説明ステップ

『CiscoUCSManager管理ガイ
ド』

CiscoUCSの組織構造により、
CiscoUCSリソースの階層設定
が容易になります。組織は、

ポリシー、プール、サービス

プロファイルに対して作成で

きます。どのリソースカテゴ

リでも、デフォルト組織は

「ルート」です。必要に応じ

て、ルート組織の下に複数の

サブ組織を作成できます。ま

た、サブ組織の下にネストし

たサブ組織を作成することも

できます。

組織階層の定義

『Cisco UCS Manager Network
Management Guide』

Cisco UCS Managerのプール
は、vNICや vHBAなどのデバ
イスの一意の IDやリソースを
抽象化するために使用しま

す。また、サーバプールでは

類似したサーバの特性に基づ

いてグループ内のサーバを割

り当てることができます。

プールの定義
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参照先説明ステップ

『Cisco UCS Manager Network
Management Guide』

CiscoUCSには、ハイパーバイ
ザを含む大部分のオペレー

ティングシステムに向けたア

ダプタポリシーが定義されて

います。これらの定義済みの

ポリシー設定は、アダプタの

最適なパフォーマンスを引き

出すためのものです。

アダプタの設定

『CiscoUCSManagerサーバ管
理ガイド』

CiscoUCSManagerのサーバポ
リシーの設定には、BIOSポリ
シー、ローカルディスク設定

ポリシー、IPMIアクセスポリ
シー、サーバ自動構成などの

サーバ関連のポリシーが含ま

れます。

サーバポリシーの設定

『CiscoUCSManagerサーバ管
理ガイド』

Cisco UCSサービスプロファ
イルテンプレートは、同じよ

うな特性を持つ複数のサービ

スプロファイルを作成するた

めに使用します。

サービスプロファイルテンプ

レートの設定
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第 5 章

付録

•推奨事項とベストプラクティス（51ページ）
•設定例（55ページ）
•用語集（55ページ）

推奨事項とベストプラクティス

プール

プールは、ハードウェアリソースを一意に識別するための基本となるビルディングブロック

です。UCS管理モデルの基盤として、サービスプロファイルをブレードに関連付けることが
でき、また完全に同一の IDとプレゼンテーションをアップストリーム LANや SANに提供し
ます。ベストプラクティスの一部として使用されるプールには、次の 3つのセットがありま
す。

• WWNNおよびWWPNプール：サーバのファイバチャネルリソースの一意の IDを提供
します（ファイバチャネルノードおよびポート）。

• MACアドレスプール：ネットワークインターフェイスポートの一意の IDを提供しま
す。

• UUIDプール：シリアル番号やサービスタグと同様の IDを提供します。

Cisco UCSManager GUIでは、これらのプールは機能別に整理されています。[Server]タブで管
理する UUIDプール、[SAN]タブで管理するWWNNプールとWWPNプール、そして [LAN]
タブで管理するMACアドレスプールです。

標準的な方法としては、プールを定義して使用します。次の状態を確認してください。

• UUIDプールはサービスプロファイルを作成するときに参照します。

• MACアドレスプールは、vNICを作成するときに参照します。

• WWNNプールはサービスプロファイルを作成するときに参照します。

• WWPNプールは vHBAを作成するときに参照します。
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同様に、プールは対応するテンプレートオブジェクト（vNIC、vHBA、およびサービスプロ
ファイル）を作成するときにも参照します。プール管理を考慮すると、トレードオフも存在し

ます。プールを管理するには、2つのシンプルな方法があります。デフォルトのプールに入力
して使用するか、ドメイン全体のプールを作成するかです。このアプローチによって、設定お

よび管理が必要なオブジェクトの数が減ります。別の方法として、テナントごとまたはアプリ

ケーションごとに異なるプールを自由に設定できます。このアプローチでは、テナントやアプ

リケーションに対して、より具体的なアイデンティティを管理したり、より詳細なトラフィッ

クモニタリングをしたりすることができます。

ポリシー

ポリシーとはルールを適用する最も重要なメカニズムであり、一貫性と再現性を確実にするこ

とができます。包括的なポリシーセットを定義して使用すると、一貫性、制御性、予測可能

性、自動化機能が向上します。以下の項では、さまざまなポリシーに関連するベストプラク

ティスについて説明します。

ブートポリシー

ブートポリシーではサーバのブート方法を決定し、ブートデバイス、方法、ブート順序を指

定します。

SANブートの従来の使用方法では、SANブートを実行するサーバごとに手動設定が必要です。
通常、SANブートを必要とするサーバが 100台あれば、100台のサーバを手動で個別に設定す
る必要があります。Cisco UCSではこの扱いにくいモデルを転換させて、SANブートを行う
サーバの数に関係なく、SANブートイメージを提供するストレージアレイの数に比例して設
定が必要になるようにしました。ブートポリシーが 1つあって、シングルストレージアレイ
のWWPNが設定されていれば、これを任意の数のサーバから参照および再利用することがで
き、他の手動設定が不要になります。

CiscoUCSの可用性に関する本質的な価値の多くは、SANブートに関係しています。したがっ
て、サービスアベイラビリティを向上させるには、ブートポリシーで SANブートを使用する
ことをベストプラクティスとして最も強く推奨します。

ブートポリシーについては、次のベストプラクティスを参照してください。

•緊急の場合とリカバリモードで起動する場合には、ブート順序で CD-ROMを第一位とし
ます。

• SANブートの場合は、ブート LUNを提供するストレージアレイごとにブートポリシー
を分けて定義します。

•ネットワークブートの場合は、ブート順序はSANまたはローカルブートに続けて、vNIC
デバイスを最後として定義します。これにより、OSが事前にインストールされていない
場合にのみネットワークブートおよびインストールを実行できます。
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ホストファームウェアポリシー

ホストファームウェアポリシーは、先に説明したように、BIOS、アダプタ ROM、ローカル
ディスクコントローラの正規またはよく知られているバージョンを、論理サービスプロファ

イルと関連付けるために使用します。ベストプラクティスは、Cisco UCS Managerのインフラ
ストラクチャとサーバソフトウェアのリリースに対応する最新のパッケージに基づいたポリ

シーを1つ作成し、作成したすべてのサービスプロファイルおよびテンプレートでそのホスト
ファームウェアパッケージを参照することです。このベストプラクティスは、他のブレード

ではサービスプロファイルの再関連付けを引き起こす可能性のある物理サーバの障害とは無関

係に、サーバの最低レベルのファームウェアのバージョンの一貫性を維持するのに役立ちま

す。

メンテナンスポリシー

メンテナンスポリシーは、サービスに影響を及ぼす、あるいはサーバのリブートを必要とする

設定変更をCisco UCSManagerでどのように処理するかを指定します。メンテナンスポリシー
の値は「immediate」、「userack」、または「timer automatic」です。ベストプラクティスは、
「default」ポリシーを使用せず、「user-ack」または「timer automatic」のメンテナンスポリシー
を作成および使用して、これらを常にサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテ

ンプレート定義の要素とすることです。

ローカルディスクポリシー

ローカルディスクポリシーでは、ブレード上のローカルディスクの設定方法を指定します。

ベストプラクティスは、SANブート環境にローカルストレージを指定しないようにして、イ
ンストール中にローカルディスクがホスト OSに提示されたときに、サービスプロファイル
の関連付け時の問題を予防することです。ブレード（特に OSのインストールに使用するブ
レード）からローカルディスクを完全に取り外すこともできます。

スクラブポリシー

スクラブポリシーでは、サービスプロファイルの関連付けが解除されたときに、ローカルディ

スクおよびBIOSで何が発生するかを決定します。デフォルトポリシーはスクラブではありま
せん。ベストプラクティスは、ローカルディスクのスクラビング処理を行うポリシーを設定

することです。特にサービスプロバイダーやマルチテナントのユーザ、ローカルディスクへ

のネットワークインストールを使用している環境に適しています。

BIOSポリシー

BIOSポリシーでは、通常は起動時にコンソールからのみアクセスできる特殊なCPU設定を制
御できます。VMwareや CPUによる Intel Virtualization Technologyのサポートに依存する仮想
環境では、対応するポリシーを作成すると、サーバのプロビジョニング時に必要な手動操作を

排除することができます。同様に、Intel Turbo Boostまたは Hyper-Threadingの影響を受けやす
いアプリケーションには、専用のBIOSポリシーを参照させることができます。また、「Quiet
Boot」を「無効」に設定すると、トラブルシューティングに役立つ診断メッセージが表示され
るようになります。
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テンプレート

テンプレートについては、次のベストプラクティスを参照してください。

• Cisco UCSManager GUIでは、サービスプロファイルテンプレートを作成する際にエキス
パートモードを使用して、制御性と定義のレベルを最適化します。

•テンプレートを作成するときには、事前に定義した従属プールとポリシーを参照します。

vNICテンプレートと vHBAテンプレート

再利用可能な vNICテンプレートと vHBAテンプレートを作成します。このテンプレートで
は、終端は名前（「fc0-A」など）または広く受け入れられている規則（A側に偶数インター
フェイス、B側に奇数インターフェイスなど）で反映されます。vNICテンプレートは VLAN
マッピングなどの重要なセキュリティ定義が含まれるアプリケーション固有のネットワークプ

ロファイルと見なす必要があります。

サービスプロファイルテンプレート

サービスプロファイルテンプレートは、アプリケーション、サービス、オペレーティングシ

ステムのクラス、タイプ、バージョンの定義として使用します。

モニタリング

Cisco UCSには、syslogや Simple Network Management Protocol（SNMP）と、関連するMIBs8
（getおよび fault trapsのみ、setなし）など、ヘルスモニタリング方法の標準セットが用意さ
れています。Cisco UCSのモニタリングのベストプラクティスは、SCOM、OpenView、BPPM
などの既存の方式やフレームワークで、既によく知っているものを使用することです。

ネットワークの可用性

ネットワークの可用性のためには、ハードウェアフェールオーバーを使用するか、NICチーミ
ング（またはボンディング）を使用します。ただし両方を同時に使用しないでください。vNIC
および vHBAテンプレートを定義すると、[Use LAN (or SAN) Connectivity Template]を選択し
てエキスパートモードのサービスプロファイルを作成する際に参照できます。

FlexFlashに ESXi 5.5 U2カスタム ISOをインストールするためのベスト
プラクティス

FlexFLashに ESXi 5.5 U2カスタム ISOをインストールする前に、ISOのインストールの問題を
避けるために、FlexFlashドライブのスクラビング処理を行います。
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コンフィギュレーションのバックアップ

Cisco UCSの設定は簡単にバックアップできるため、GUIまたは自動スクリプトから定期的に
バックアップする必要があります。バックアップには次の 4つのタイプがあります。

説明タイプ

ディザスタリカバリの一環として、システム

全体の復元に使用します。

完全状態

ロール、Call Home、通信サービス、および分
散仮想スイッチ。

システム設定

サービスプロファイル、VLAN、VSAN、プー
ル、ポリシー、およびテンプレート

論理構成

論理構成とシステム設定すべての構成

論理構成とすべての構成のバックアップの場合は、Cisco UCSManagerの ID保存機能を選択し
て、実際のMACアドレス、WWN、UUID値を保存します。それ以外の場合は、バックアップ
では実際の IDではなく論理プール名だけを参照します。設定のバックアップに関連するベス
トプラクティスを次に示します。

•規定されている復元のために各ドメインをバックアップする場合には、ID保存機能を使
用します（同じサイトまたはドメイン、または正確なリカバリサイトまたはドメイン）。

•「ゴールド UCSMドメイン設定」テンプレートを作成する際には、ID保存機能は使用し
ないでください。

設定例
Cisco UCSManagerの設定例については、設定例とテクニカルノート [英語]を参照してくださ
い。

用語集
AD

Active Directory。分散型のディレクトリサービス。

アダプタポートチャネル

Cisco UCS仮想インターフェイスカード（VIC）から IOMへのすべての物理リンクを 1つ
の論理リンクにグループ化するチャネル。
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BIOS

基本入出力システム。コンピュータシステムにおいて、電源投入時セルフテストを実行

し、システムのブートプロセスでマスターブートレコードを探してロードします。

DNS

Domain Name System（ドメインネームシステム）。ホスト名を対応する IPアドレスに変
換するためにインターネット全体で使用されるアプリケーション層プロトコル。

動的 FCoE

リーフ/スパイン型のデータセンターのスイッチングアーキテクチャ全体に FCoEトラ
フィックをオーバーレイする機能。ダイナミック FCoEは、その最初のインスタンス化に
おいて、Cisco FabricPathネットワーク上でコンバージド方式で FCoEを実行できるように
します。

イーサネットポート

あらゆるイーサネットノードの接続口を表す一般的な用語。通常はイーサネット NICや
LANスイッチにあり、イーサネットケーブルを接続できます。

ファブリックポートチャネル

Cisco UCSファブリックインターコネクトで定義されているファイバチャネルアップリ
ンク。ポートチャネルとして一緒にバンドルおよび設定されており、帯域幅と冗長性が向

上します。

FCoE

Fibre Channel over Ethernet。イーサネットネットワーク上でファイバチャネルのフレーム
をカプセル化するコンピュータネットワークテクノロジー。これによって、ファイバチャ

ネルプロトコルの特性を維持したまま、ファイバチャネルで 10ギガビットイーサネット
ネットワーク（またはそれ以上の速度）を使用できます。この仕様は 2009年に公開され
た情報技術規格国際委員会 T11 FC-BB-5規格の一部です。FCoEではファイバチャネルを
直接イーサネットにマップし、イーサネットの転送方式に依存しません。

ハイパーバイザ

複数のオペレーティングシステム（ゲストオペレーティングシステムと呼ばれる）で 1
台の物理サーバを共有できるようにするソフトウェア。ゲストオペレーティングシステ

ムは仮想マシン内で実行され、基盤となっているサーバの物理リソースへのアクセスが公

平にスケジュールされます。

IPアドレス（IPバージョン 4）

IPバージョン 4（IPv4）。TCP/IPを使用するホストに割り当てられる 32ビットのアドレ
ス。各アドレスはネットワーク番号、オプションのサブネットワーク番号、およびホスト

番号で構成されます。ルーティングにはネットワーク番号とサブネットワーク番号を組み

合わせて使用し、ネットワーク内またはサブネットワーク内の個別のホストのアドレス指

定にはホスト番号を使用します。
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IPアドレス（IPバージョン 6）

IPバージョン 6（IPv6）。TCP/IPを使用するホストに割り当てられる 128ビットのアドレ
ス。アドレスにはさまざまな形式を使用しますが、一般的にはIPv4ネットワーク、サブ
ネット、およびアドレスのホスト部分に対応するルーティングプレフィックス、サブネッ

ト、インターフェイス IDを使用します。

KVM

キーボード、ビデオ、およびマウス

LAN

ローカルエリアネットワーク住宅、学校、コンピュータルーム、オフィスビルなどの限

定されたエリアにおいて、ネットワークメディアを使用してコンピュータを相互接続する

コンピュータネットワーク。LANの特性の定義は、ワイドエリアネットワーク（WAN）
とは対照的に、小規模な地理的エリアを取り込むものであり、専用通信回線は範囲外にな

ります。

Logical unit number（論理ユニット番号）

Logical Unit Number。論理ユニット番号。コンピュータストレージにおいて論理ユニット
を識別するために使用する番号。論理ユニットとは、ファイバチャネルや iSCSIのような
SCSIプロトコルや SCSIをカプセル化するプロトコルによってアドレス指定されるデバイ
スです。LUNは、読み取り/書き込み操作をサポートしているテープドライブなどのあら
ゆるデバイスで使用できますが、SAN上に作成された論理ディスクを参照するために最も
よく使用されます。

MACアドレス

LANに接続するすべてのデバイスに必要な標準化されたデータリンク層アドレス。イー
サネットMACアドレスは 6バイト長で、IEEEによって管理されます。

アウトオブバンド

データ用と制御用に別々のパスを提供するストレージ仮想化方式。1つのリンクによって
仮想ストレージのイメージをホストに提供し、ホストが物理ストレージからデータブロッ

クを直接取得できるようにします。
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